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16.  Abstract 

  このレポートは，いくつかの先進衝突回避技術 (ACATs)の効果に関する現在の認
識状況の記述と，それぞれの技術の交通安全に対する効果の評価を提示している．軽

車両に対する先進衝突回避技術のみ調査対象としている．参照した文献は，主として

2003年から 2013年の 10年間に発行された英語論文に限定している．評価に含有され
た技術は，車両の不安定性 (横滑り防止装置); 前方衝突 (前方衝突警告，自動緊急ブレ
ーキ); 車線/道路逸脱に関係する衝突 (車線逸脱警告防止装置，死角検知装置)に対処し
ている．先進衝突回避技術の効果に関する評価を行うために使用した方法とデータも

議論されている．軽車両への技術普及に関するデータも提示されている。 
全体的に，ここでレビューされたシステムは，実質的にそれらが目的としている

事故タイプに対して削減効果があるということが推定された．レビューされた研究に

は推定される削減効果に範囲があり，場合によっては実質的な差異がかなりあった．

しかしながら，下限推定値はほとんどの場合で有効であった．ほとんどの研究は，そ

の効果を評価するため，シミュレーションや限られた作動テストに頼っていた．電子

制御以外の技術は，普及率が低く，車両がその技術を利用しているのか直接的な識別

ができないため，事故データはまだその技術の実際の評価のための支援に利用するこ

とができない． 
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